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研究成果の概要（和文）：本研究は、３社以上の企業が国際間で共同出資して合弁会社を設立する「複数企業間
国際合弁（以下、MP-IJV)」が組まれるメカニズムを分析する。具体的にはCoalition理論を応用し、「相対的に
力の弱い企業が、潜在的に『２対１』の関係を作り出すために両国パートナーを含めた３社合弁を好む」「この
ようなMP-IJVでは事後のガバナンス変化が起きやすい」という理論仮説を提示・検証する。東洋経済新報社デー
タベースよりMP-IJVを抽出して統計分析を行った結果、仮説はほぼ支持された。論文は、主要学術誌Global 
Strategy Journalに投稿され、現在は再提出のため修正中である。

研究成果の概要（英文）：This study examines drivers of formation of multi-partner international 
joint venture (MP-IJV) which is invested by more than three different parent firms across countries.
 Based on coalition theory, I hypothesize that (1) a focal firm who has a low power against its 
foreign partner prefers to forming a MP-IJV with another partner who is from the same home country 
as the focal firm’s so as to overcome its weak position, and (2) such an MP-IJV is more likely to 
experience ownership share changes subsequently. I collected the data of “Japanese Firms Overseas 
Investment” and collected the sample of MP-IJV. The statistical analysis provided supportive 
results for my hypotheses. Based on the results I wrote the paper and submitted it to Global 
Strategy Journal (GSJ), one of the premier journals in the international business field. I received 
“revised & resubmit” of this paper from GSJ. I am now revising the paper for resubmission.

研究分野： 国際経営論

キーワード： 国際経営　経営戦略
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１．研究開始当初の背景 
近年、3 社以上の企業が国際間で共同出資を
して合弁会社を設立する、「複数企業間国際
合弁 (MP-IJV)」の研 究が注目されている。
しかし既存研究は「MP-IJV は成功率が非常
に低い」とす る一方で、「ではなぜ現実には 
多くの企業で MP-IJV が好まれるのか」を
説明できていない。  
 
２．研究の目的 
本研究は、Coalition Theory 及び Faultline 
Theory を  MP-IJV に 応 用 し 、「 な ぜ 
MP-IJV が好まれ るのか 」を探求する。具
体的には「(1)相対的に力の弱い企業が、潜在
的に『2 対 1』の関係を作 り出すために同
国パ ートナーを含めた 3 社合弁を好む」、
「(2)このような MP-IJV では事後のガバ 
ナンス変化が起きやすい」と いう理論仮説
を提示し、実証研究する。 本研究は国際経
営研究で明らかにされなかった根本の問い
を探求するもので、貢献は大きい。 
 
３．研究の方法 
本研究では Coalition 理論を応用し、「相対
的に力の弱い企業が、潜在的に『２対１』
の関係を作り出すために両国パートナーを
含めた３社合弁を好む」「このような
MP-IJV では事後のガバナンス変化が起き
やすい」という理論仮説を提示・検証する。
科研費を基にして、東洋経済新報社データ
ベースよりMP-IJVを抽出して統計分析を
行った。 
 
４．研究成果 
統計分析を行った結果、仮説はほぼ支持さ
れた。その結果を基に論文を執筆し、主要
学術誌 Global Strategy Journal に投稿さ
れ、現在は再提出のため修正中である。 
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